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アメリカ人たちが，「アフガニスタンに爆弾を落とせ」と

か，「石器時代に戻せ」というようなことを平気で言いは

じめたのです。テロをきっかけに愛国法ができて，人権

がガーンと抑圧されるという状況に社会が逆戻りしてし

まった。「この10年にも及ぶ運動は何だったのか，単な

る流行だったのか」と，腹立たしくてね。十代の頃から

持ち続けてきたアメリカ社会に対する幻想が，すべて打

ち砕かれた思いでした。
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も偽善的な感じがしてしまうんです。

環境のことについても，以前は考えたこともありませ

んでした。そんな僕のような人間が発言しないといけな

いと思ったのは，「自分や家族が安全でおいしい水が飲み

たい，安全でおいしい食事がしたい，安全でおいしい空

気が吸いたい」からです。でも，地球上の水は循環して

いるから，誰かが汚染すれば結局，自分のところに影響

が及んでしまう。食べ物だって空気だってみんなそう。

だから，いくら僕のような個人主義のエゴイストだって，

エコロジーに関心を持たざるを得ないほど悪い状況なの

です。つまり「エゴからエコへ」ですね（笑）。

京都議定書から離脱しているアメリカでは，ハリケー

ンによる南部の大洪水など，自然災害による壊滅的な打

撃が相次いでいます。国はあてにならないから，最近で

はニューヨークやシアトルなど100以上の市が市長連合

をつくってCO2（二酸化炭素）の削減を目指しています

し，産業界でも同様の動きが出てきています。

2005年の10月24日，ローザ・パークスさんが亡く

なりました。彼女は，黒人と白人の人種分離法が施行さ

れていた1950年代のアメリカ南部で，白人にバスの席

を譲ることを拒んで逮捕された勇気ある黒人女性です。

当時はバスの座席ですら，白人用と黒人用に分離されて

いたのですね。50年代後半から60年代にかけて，彼ら

アフリカ系アメリカ人たちが痛い思いをしながら公民権

を勝ち取っていく姿を，僕らの世代はリアルタイムで見

ながら育ちました。

アメリカで暮らしていると，人種差別や先住民の問題

に日々接します。音楽のヒップホップやラップにも強く

影響が残っているように，人権を獲得するための戦いは，

歴史の中に埋もれてしまった過去の話ではなく，アメリ

カ社会はまだその渦中にあるのです。そのことを痛感さ

せられたのが，2001年9月11日のアメリカ同時多発テ

ロでした。

僕がニューヨークに住み始めた1990年から約10年

間，アメリカでポリティカル・コレクトネス（PC）とい

って，あらゆる差別的な言葉を追放して公正な表現に改

めようという運動が大流行しました。音楽やアートもそ

の影響を受けて，社会の中の不公正さを追及するメッセ

ージで溢れていました。そういった人権や公正に対する

社会の価値観が，同時多発テロで一夜にしてひっくり返

ったのです。それまでPC，PCと言っていたリベラルな

「9・11」で体験した
アメリカの光と影

※1：ジュビリー2000
最貧国の国家予算の多くが債務返済に回され教育や医療費が削減されて
いる現状から，債務を帳消しにし，21世紀にはすべての国の人々が人間
らしい生活をすることのできる世界を作り上げようとする運動。

※2：地雷ゼロキャンペーン
地雷ゼロの星を目指して2001年から始められたャンペーン。坂本龍一氏
を中心とした国内外のアーティストが共同でCDを発売し，その収益やそ
の他様々な形で寄せられた寄付の全てを，地雷除去の費用に充てること
を最大の目的としている。

※3：ポリティカル・コレクトネス（Political Correctness［PC］）
主にアメリカで広がった，差別や偏見に基づいた表現や認識を「政治的
に妥当」なものに是正する運動。
【用語例】Policeman→Police officer（警察官）
【用語例】Stewardess→ Flight attendant（客室乗務員）
【用語例】Black→African American（アフリカ系アメリカ人）

※3
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　京都市では，平成17年11

月に市民3，000人を対象に

「人権に関する市民意識調査」

を実施しました。約9割の市

民が人権問題を自らのことと

受け止めています。�

　今回の特集では，人権問題

のひとつである�同和問題を

取り上げ，一人ひとりが尊重

される社会を実現することの

大切さを考えてみたいと思

います。�

　それでは，次ページから中

学生のショウくんとアイさんが，

ヒロコ先生に同和問題につ

いて質問している様子を見

てみましょう。�

そう思う�
＋�

ややそう思う� ％�

人権は一部の人の問題ではなく,�
すべての市民の問題である�

人権に関する市民意識調査報告書�
（京都市・平成18年2月発行）�



　同和問題っていつからあるの？�ショウ�：�

同和問題の歴史は…。�

　江戸時代より前から差別はあった
んだけど,江戸時代には，百姓や町人
の下の身分ではなく，それとは別に
厳しく差別されていた人たちがいた
のよ。そして，住む場所や身なりが制
限され，町や村のお祭りなどの行事
に参加できなかったの。�
　明治維新後には解放の法令が出
されて，制度上は平等になったけど，
実際は，差別が続いたのよ。�

ヒロコ
先生�
：�

　江戸時代に百姓や町人の下に身分を作ったことに関
係しているのかしら？�

ア イ�：�

　先生，今日習った人権学習の時間で女性
や外国人，障害のある人の問題などはだい
たい理解できましたが，同和問題というの
がわかりにくかったのですが。�

ア イ�：�同和問題とはなんですか？�

※同和地区：旧 地域改善対策特定事業に係る国の財政上の特別�
　措置に関する法律に規定する対象地域のこと。�
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　僕も差別はいけないというのはわかるけど，
誰が何を差別するのかよくわからないなぁ。�

ショウ�

　そうね，同和問題って一言で言うのは難し
いかもしれないけど，結婚や就職などの時に,
に,住んでいる場所や出身地で差別される
問題なのよ。これは,憲法で保障された基
本的人権の侵害になるのよ。�

ヒロコ
先生�

：�

：�
％�



　少しは，同和問題のことがわかったかな？人権問
題の解決には何が大切かな？�

ヒロコ
先生�
：�

　そうね。これからもいろんな人権問題について,
みんなで考えていきましょう。�

ヒロコ
先生�
：�

何が大切ですか？�

　それと，どんな人権問題でもそうだと思うけど，一
人ひとりを個人として尊重し，お付き合いしていくこ
とが大事なんですよね。先生。�

ア イ�：�

　まずは，誤ったイメージや先入観があることに気
付いて，正しく理解しないとね。�

ショウ�：�

　みんなはどう思っているの？�ショウ�

　生まれた場所や住んでいる場所で，付き合い方
を変えるなんておかしいよね。きっと僕らの世代
で，差別はなくなるはずだよ。�

ショウ�

：�

みんなはどう思って�
いるのですか？�

　京都市が実施した調査では，いつも親しく付き
合っている友人が，同和地区出身者だとわかった
場合，約8割の人がこれまでと同じように親しく付
き合うと答えていて,付き合いをやめるという人
はほとんどいないわ。�

ヒロコ
先生�
：�

　そうね,特に若い人の間では出身地なんて気に
していないのよ。�

ヒロコ
先生�

：�

：�

　みんなの意識が変わることが大切なのですね。�ア イ�：�

　京都市では，平成17年3月に京都市人権文化推

進計画を策定し，人権尊重の考え方が市民の日常

生活に根付いた社会の実現を目指しています。�

　今回取り上げた同和問題の解決のためには,学

校教育や市民啓発及び市民相互が交流するまちづ

くりなどを通じて,人権に対しての理解を深めてい

ただくことが大切です。�

　右の資料展示施設では,同和問題に関する資料

や同和地区におけるまちづくりについてわかりや

すく展示をしています。皆さん,是非ご来館ください。�

京都市の取組� ● 同和問題を学ぶには�

ツラッティ千本�
（京都市楽只コミュニティセンター資料展示施設）�
所在地：北区紫野花ノ坊町23-1�
　 ・FAX：075-493-4539�
ホームページ：http://www.city.kyoto.jp/kita/turatty-senbon/�
開館時間：午前10時～午後4時30分�
休館日：日曜日，祝日・休日，第2・4土曜日，年末年始�

柳原銀行記念資料館�
（京都市崇仁コミュニティセンター資料展示施設）�
所在地：下京区下之町6-3�
　 075-371-8220（崇仁コミュニティセンター）�
FAX：075-371-7708�
ホームページ：http://web.kyoto-inet.or.jp/org/yanagin/�
開館時間：午前10時～午後4時30分�
休館日：日曜日，祝日・休日，第2・4土曜日，年末年始�
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人権に関する市民意識調査報告書（京都市・平成18年2月発行）�

仮に，いつも親しく付き
合っている友人が，同和
地区出身者であるとわ
かった場合�

仮に，あなたの身近な人
から「同和地区出身者
との結婚について，親か
ら強い反対を受けてい
る」と相談を受けた場合�

結婚すれば�
よいと言う�

これまでと同じように�
親しく付き合う�

付き合いは�
やめてしまう� 反対だと言う�

いずれも入館料は無料です�

設問【1】� 設問【2】�

市民意識調査の結果から�

％�



　西陣で織物製造の準備工程である整経業を営む両親のも

とで生まれ育ったという河合隆さん。ふとしたきっかけから

福祉の世界に飛び込み，視覚障害者のための授産施設で働く

ようになりました。福祉の世界で働くうちに，河合さんは「決

められたカリキュラムをこなすだけでなく，利用者の個性が

生かせるサービスを提供できないか…」と感じはじめます。

そこで，目の見える人と見えない人が定期的に集まって歌を

歌っていた歌声サークル「さざなみ会」の指導者となりました。

目が見えなくても歌うことはできる。学生時代，合唱団に所属

してピアノ伴奏や指揮などで活躍したという河合さん。ひた

むきに打ち込める機会を提供するため，視覚障害者も楽しみ

ながら練習できるように，それぞれのパート（アルト・テノール・

ソプラノ・バス）ごとに楽譜を点字に訳したり，河合さん自身

が歌を歌ってテープに吹き込むなど，様々な創意工夫を心掛

けたといいます。指導し始めた頃は数人だった「さざなみ会」

ですが，熱心な指導の結果，最盛期には30名以上のメンバー

が参加し，ハーモニー豊かな混声合唱団となりました。そして，

京都コンサートホールなど大舞台での発表会や全国コンク

ールでの入賞も経験しました。「目の見えない人が，ほかの

人をリードしてあげることもできる。だれもが主人公になれ

るのが合唱の魅力でしょうね」と目を細めます。�

　「京都ライトハウス設立などに尽力した鳥居篤治郎さんは，

“盲目は不自由なれど，不幸にあらず”という一言を残してい

ます。私たち一人ひとりがその言葉の意味を心に刻むべき

障害のある人の�
個性を生かす�

人
生
を
楽
し
む
の
に�

障
害
な
ん
て
関
係
な
い
！�

障害者デイサービス事業所�
「西陣工房」所長� 河合　隆さん�

くみひもに取り組む通所者の皆さん�

　平成16年の秋,北野白梅町の近くに知

的障害者のためのデイサービス事業所 「西

陣工房」 が立ち上がりました。「働きたい」

「社会に参画したい」という意欲的な障

害者のマンパワーを生かし，空洞化する

伝統産業の新たな担い手を育成しようと，

くみひもづくりや機織りに挑戦しています。

すでにいくつかの小物が商品化されるな

ど，通所者の技術も確実に向上している

ようです。�

　今回は，所長の河合さんのもとを訪れ，

授産施設で働いていた時の経験やエピソ

ード，西陣工房における取組や今後の展

望などについて,お話を伺いました。�

※1

※2
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ではないでしょうか」。私たちがほんの少し歩み寄ることで，

障害のある人もない人も，共に感動を分かち合うことができる。

河合さんはこれまでの取組を通して，大切なことを学んだと

言います。�

障害は“障壁”じゃない！�
西陣から機の音を響かせる�
　合唱団のほか，演劇の指導を行うなど精力的に活動を続け

ていた河合さんですが，25年を区切りに，家業を引き継ぐた

めに生まれ育った西陣へ戻ることにしました。�

　福祉の世界を離れ，戻った西陣で目の当たりにしたのは，厳

しい価格競争，そして後継者不足に悩む姿でした。その時,河

合さんの頭にひとつの考えが浮かびました。「働きたいとい

う意欲を持った障害のある人を地域産業の担い手として育

成できないだろうか・・・」。�

　授産施設で働いていた頃から，もっと利用者の立場に立っ

た施設を作りたい，障害のある人にもっと夢のある仕事をと

いう思いを持っていた河合さん。子どもの頃，織機と向き合

う知的障害者の姿を何度も見かけていたことを思い出し，施

設の設立を思い立ちます。�

　2004年秋，河合さんはNPO法人「京都西陣会」を立ち上

げ，念願の障害者デイサービス事業所「西陣工房」を開設し

ました。もちろん，河合さんのアイデアが最初からすべて受

け入れられたわけではありません。地元からは「本当に西陣

織が織れるのか」「地域にうまく溶け込めるのか」という不

安の声も多く寄せられたそうです。なかには，「もし，事故や

何か問題が起きたら誰が責任を取るのか」という厳しい意見

もありました。そこで，河合さんは，苦情を寄せるお宅を訪ねて，

自分たちがこれから取り組もうとしていることを説明して回

ったり，実際に工房での作業を見学してもらい，地域の人たち

との意見交換なども積極的に行いました。こうした地道な努

力を重ねていくうち，「面白いことやってるな，頑張ってや！」

と励まされることも増えてきました。「知的障害があるとい

うだけで，漠然とした不安を持つ人も少なくありません。でも，

彼らは心がピュアなだけで私たちとまったく変わりませんよ」

と河合さん。「西陣工房の取組を通して，障害のある人に対

する思い込みを少しでも和らげることができればうれしいで

すね」と話します。�

生きがいづくりで�
共に輝ける社会を目指して�
　現在，西陣工房では19歳から68歳まで13名の通所者が「く

みひも」や「西陣織」の技術修得を目指して，汗を流していま

す。整経業を営む家で育ち，授産施設や合唱団で障害のある

人への指導を行っていた河合さんですが，くみひもや機織り

を指導するのは初めての経験。地元のくみひも屋さんや京

都市勧業館（伝統産業ふれあい館）を訪ねて，基礎的なこと

を勉強しました。こうした河合さんの熱意に応えて，地元の織

元が手織り機や材料の生糸を提供してくれました。また，糸

繰や整経，くみひも作りに必要な機械は，河合さんの実家から

取り寄せたり，中古品を探したり，自分達で作りました。最近で

は，知り合いの職人さんが技術の指導に来てくれるなど，交流

の輪は広がりつつあるようです。もちろん，河合さんが知ら

ない技術や知識もたくさんあり，現在も勉強中だと言います。�

　「コツさえ教えればすぐに上達します。くみひも台や手織り

機に向かっている姿は真剣そのものですよ」。完成したくみ

ひもや織物を誇らしげに眺める彼らの表情は，いきいきと輝

いています。なかには，自分が納得するまで何度も手直しを

する，努力家の通所者もいるそうです。昨年夏には，携帯スト

ラップやキーホルダー，犬のリードなどユニークなくみひも製

品を商品化したほか，絹100%のテーブルクロスやマフラー

なども試作できるようになりました。ショーウィンドウを彩る

きらびやかな工芸品と比べると，彼らの作品は決して上手で

はないかもしれません。しかし，一越一越に込められた作り手

の思いはしっかりと伝わってくるようです。�

　今後は，くみひもだけでなく「織」の技術を磨き上げ，誰も

があっと驚くような西陣の帯地を作ってみたいと河合さん。

障害のある人たちが，修学旅行生などに伝統技術を教える場

を提供することができれば…と夢を語ってくれました。�

　「まだまだ取組を始めたばかりですが，将来はうちの工房か

ら伝統工芸士が生まれるかもしれませんよ」と胸を張ります。

「障害があるという理由だけで，その人の可能性を否定して

はいけないと思うんです。私たちが結果を出すことで，障害

のあるの人たちの自信につなげたいし，社会に感動を与えた

いと思っています。そのためにも,伝統産業にじっくりと取り

組んでみようと言う,やる気のある障害のある方にどんどん

参加していただきたいですね」。障害のある人と共に歩み，

喜びや悲しみを分かち合う河合さん。西陣工房からにぎやか

な機の音が響くのもそう遠くないことでしょう。�

こし�ひと� こし�ひと�

※1／指定された糸数の経糸を並べ,指定された長さに巻き上げる作業。織物製造の
準備段階の工程。�
※2／京都市名誉市民。その半生を盲人教育,特に職業指導に捧げ,“盲人の父”として
慕われた。�
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寄贈された機織機�

ばた�

　�



イラスト ： 坂上加奈子�
〈京都精華大学 マンガ文化研究所〉�

さか�うえ�

「
気
付
く
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
」� �
〜
身
近な
出
来
事
か
ら
人
権
を
考
え
て
み
る
〜�

　
私
た
ち
の
ま
ち
の
中
で
は
、異
な
る
環
境
で
育
ち
、色
々
な
考
え
方
を
持
っ
た
た
く
さ
ん
の
人
が
生
活
し
て
い
ま
す
。�

普
段
こ
れ
ら
の
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
と
接
す
る
中
で
、私
た
ち
は
意
識
す
る
し
な
い
に
か
か
わ
ら
ず�

「
人
権
問
題
」
に
か
か
わ
る
こ
と
を
見
た
り
、聞
い
た
り
、時
に
は
そ
の
当
事
者
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。�

一
人
ひ
と
り
の
人
権
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、み
ん
な
が
、日
常
生
活
の
何
気
な
い
出
来
事
の
中
に
あ
る
問
題
点
に
気
付
く
こ
と
が
大
切
で
す
。�

皆
さ
ん
、ま
ず
「
気
付
く
」
こ
と
か
ら
始
め
ま
せ
ん
か
。�

　京都市では現在，人口の3%に当たる，

約4万3千人の外国籍の人たちが暮ら

しています。国際化が進む現代は，国

籍や民族，生まれ育った文化的背景の

異なる人たちが共に暮らし，その人権

や個性が尊重される「多文化共生」の

時代です。�

　しかし，「多文化共生」の時代と言っ

ても，現実には外国人だからという理

由だけで，民間住宅の入居を断られたり，

就職を制限されたりするケースも少な

くありません。また，外国人に対する偏

見や相互理解の不足により，交流の機

会を逃してしまうことも多いのではな

いでしょうか。�

　例えば,道に迷っている外国の人が

話しかけてきたとき，「言葉が分からな

いから」という理由で，初めからコミュ

ニケーションすることをためらっては

いませんか？大切なのは言葉が通じる

かどうかではなく，相手のことを理解し

ようとする気持ちを持つことではない

でしょうか。�

　国籍や民族，生活習慣，文化の違いを

認め合い，お互いに尊重し合える社会

をつくるためにも，相手を理解しようと

する気持ちを持って，誰もが住みやす

いまちづくりを目指していきましょう。�

大
切
な
の
は
理
解
し
よ
う
と
す
る�
”気
持
ち
“で
す�
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共に考える�

�



　「ワークショップ」とは，一人ひとりが主

役となって参加し，それぞれが共通の体験

を積み重ねながら，協力し合って一つのも

のを作り上げていき，目的を達成していく。

そんな学習形式のこ

とをいいます。�

　京都市では，このワ

ークショップ形式を

中心とした参加型の

学習会を実施します。

皆さん，ふるってご応

募ください。�

を募集します�

新 た な 相 談 事 業 を 開 設 し ま し た！�

い ず れ も 予 約 が 必 要 で す［ 無 料 ］�

働く女性のこころの健康相談�

●相談につきましては,先ず相談室［    212-7830直通］にお問い合わせください�

第2火曜日 13：30～16：30�
第4火曜日 17：30～20：30

ウィングス京都は,「女性総合センター」から�

「男女共同参画センター」へ�
変わります�

詳しくは，ホームページでご確認ください。�

　開館日を増やし（第3日曜日・12月28日・1月4日）,図書情
報室も仕事帰りなどにも使いやすく（平日は午後8時30分まで）
なりました。�
　さらに,男性の皆様にも気軽に参加していただける事業を新
たに企画し,市民の皆様との連携のもと,多彩な魅力ある事業を
展開してまいります。�

自分の能力が発揮できずお悩みの女性,仕事と育児
や家事の両立に苦しんでいる女性などが対象です。�

男 性 の た め の 相 談 �

第1火曜日 17：30～20：30�
第4火曜日 17：30～20：30

生き方,夫婦問題,人間関係や職場のことなどでお悩
みの男性が対象です。�
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はがき又はファックス（住所・氏名・年齢・電話番号・参加を希望する�

テーマを明記）又は電話で，下記へお申し込みください。�

〒604-8571 京都市人権文化推進課「人権ワークショップ」担当�

http://www.city.kyoto.jp/bunshi/jinken/ 　 222-3381  FAX 222-3194
問い合わせ先／人権文化推進課 

●問い合わせ先／人権文化推進課  　 222-3381

参加者�

募集�

申込・問い合わせ先 ■ 京都市女性協会 事業相談係 

京都市男女共同参画センター  ウィングス京都�
（中・東洞院通六角下る）�

市内に在住又は通勤・通学の方�

各40名程度（多数の場合は抽選）� 無料�

【申込に当たって】�場　所�

募集対象�

募集人員� 参加費�

�

日 時�

7月13日�

いずれも�
木曜日�

13：00�
～�

16：00

6／30�
（金）�

学習テーマ�

障害者�
障害のある人にとって�
暮らしやすい社会とは？�

タイトル� 申込締切日�

1

2

3

7月27日�

9月14日�
8／31�
（木）�

子ども�
子どもを理解しようと�
していますか？�

9月28日�

11月16日�
10／31�
（火）�

人権一般� いのちに「優劣」が�
ありますか？�

11月30日�

●1つの学習テーマにつき,2回学
習会を開催します。�

●1つの学習テーマからの参加が
可能です。また,すべてのテーマ
の参加も可能です。�

http://www.city.kyoto.jp/bunshi/jinken
人権文化推進課ホームページ�

平成17
年度ほっ

とフォト賞
�

「さぁい
くぞ！」長

町愛子さ
ん［東山

区］�

〒604-8147 京都市中京区東洞院通六角下る　　212-8013�
FAX212-7460  E-mail jigyo@wings-kyoto.jp

あなたもワイワイ楽しく人権を学んでみませんか！�

平成18年度�



本誌は，年3回（5月，8月，12月）発

行します。区役所・支所のまちづく

り推進課，市役所の市政案内所ほ

かで配布しています。郵送をご希

望の方は，返信用切手（140円分）

を同封のうえ，京都市人権文化推

進課までお申し込みください。�

発行日　平成18年5月1日�
発　行　京都市文化市民局市民生活部人権文化推進課�
　　　　〒604-8571　京都市中京区寺町通御池上る�

上本能寺前町488番地�
　　　　　 075（222）3381�
　　　　http://www.city.kyoto.jp/bunshi/jinken/�
京都市印刷物第183010号�

同じです  あなたとわたしの  大切さ�

日時・場所�

当日直接�
入場無料�

16:00～�

船岡山公園�

内容など，詳しくは各区役所・支所のまちづくり推進課までお問い合わせください。�

参加者：京都市消防音楽隊ほか�

人権啓発パレード�
コース：船岡山公園からキタオオジタウン（北大路通）�

北 区 役 所 �
　まちづくり推進課�

432-1208�
FAX 441-3282

［金］�5月12

13:00～�

元教業小学校�
講師：山本健治さん（ニュースコメンテーター）�

中京福祉まつり 人権のつどい�
講演：「子どもの安全のために地域ができること」�

［日］�28

講師：山本健治さん（ニュースコメンテーター）�

※開始時間が多少前後することがあります。�中京福祉まつり  人権を考えるつどい�
講演：「子どもの安全のために地域ができること」�

13:30～�

京都エミナースダイヤモンドホール�
定員300名� 講師：クリストファー・マイケル・ノットさん（FM CO・CO・LO DJ）�

憲法月間のつどい�
講演：「私が感じた京都 ～25年暮らして感じた日本,特に京都の良いところ,悪いところ～」�

［土］�27

①14:30～�
②18:30～�

同志社大学寒梅館〈ハーディーホール〉�
各回 定員350名�

映画のつどい�［木］�25
映画：「誰も知らない  Nobody Knows」�

京都市みやこユニバーサルデザイン�
推進指針の冊子を発行しました�

既に事前申込の期間が終了しているなどの理由で，�
掲載していない催しもあります。ご了承ください。�

1

3

4

5

お願い� 手話通訳を希望される方は事前にお申し込みください�
②，④，⑤，の催しについて，手話通訳を希望される方は，原則として10日前までに，各区役所・支
所のまちづくり推進課にお申し込みください。（①及び③の催しは，手話通訳がございません）�

上 京 区 役 所 �
　まちづくり推進課�

441-5040�
FAX 441-2895

中 京 区 役 所 �
　まちづくり推進課�

812-2426�
FAX 841-8182

14:00～�

池坊学園こころホール�
定員200名� 講師：ヨルヨル（金本悦子）さん（エンジェルワールド代表）�

人権を考えるつどい�
講演：「世界の中の私 ～おしゃべり人形と異文化理解～」�

［木］�25 下 京 区 役 所 �
　まちづくり推進課�

371-7170�
FAX 361-8893

洛 西 支 所 �
　まちづくり推進課�

332-9318�
FAX 332-8187

京都市みやこユニバーサルデザイン推進指針�
�

配布場所／市役所,区役所・支所の福祉保護課ほか�

● みやこユニバーサルデザインとは�
● 推進指針の基本的考え方�
● 分野別の施策の方向と取組事例�
● 推進体制�

～あなたから始まる，すべての人にやさしい京都～�

●問い合わせ先�
　保健福祉総務課  　 222-3366

2

ともに輝いて・自分らしく生きる�

■ 開催日と講座テーマ�（開催日／いずれも土曜日）�

■ 時　間  14：00～15：30�
■ 場　所  池坊学園（下・室町四条下る）�
■ 受講料  1,000円（1回）�

■ 問い合わせ先／（財）世界人権問題研究センター�
〒604-0857　京都市中京区烏丸通二条上る蒔絵屋町263 京榮烏丸ビル7階�
　　　　　　　 　 231-2600   FAX  231-2750

受講生�
募集� 受講生�

募集�

名所・旧跡が多い私たちのまち京都。そこで繰り広げら
れた人間模様を素材に，人権の視点も加えて，京都の
歴史や文化を学ぶ講座です。�

2006年度�
2006年度�

■ 時　間　13：30～�
■ 場　所　キャンパスプラザ京都（下・西洞院塩小路下る）�
■ 受講料　20,000円（年間），  2,000円（1回）�
　 　　　　＊1回のみの受講も可�

6月21日（水）～11月15日（水）全12回�

若者とニートなど労働や教育の課題,子どもや外国人
への支援,発達障害とは何か,そしてきよめやけがれなど,
身近なくらしのなかの人権を考える講座です。シンポジ
ウム，ワークショップ，フィールドワークも予定しています。�

5月20日�山路興造�鴨河原と芸能者たち�

6月17日�河内将芳�戦国時代の祇園祭と神人�

7月 8日�仲尾　宏�「洛中洛外図」の中の朝鮮通信使 ―えがかれた近世京都の国際群像―�

9月 9日�斉藤利彦�京都の庶民信仰とお地蔵さん ―年中行事・信仰・芸能から―�

10月14日�福田雅子�近代化のシンボル女紅場 ―鴨川西岸からの女子教育―�

11月18日�秋定嘉和�衣・食・住からみた戦後の京都市民の生活�

12月 9日�朴　　実�東九条  いま  むかし ―東九条マダンに託す願い―�

1月13日�上田正昭�在日朝鮮人の栄光 ―高麗美術館の創設―�

1回のみの受講も可，賛助会員は無料 ＊予約不要，当日受付可�
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